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。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう.

0健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。
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故ストッヌ実各地区で大きな被害

50@J日めざせ
ーアメダス観測はじまって以来の大雨205mmー

被害総額 679， 296千円
(4月末現在)一一

毎
日
の
よ
う
に
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
交
通
事

故
。
被
害
者
に
な
っ
て
も
、
加
害

者
に
な
っ
て
も

一
瞬
の
う
ち
に
幸

せ
な
家
庭
を
破
壊
し
て
し
ま
う
の

が
交
通
事
故
で
す
。

昨
年
、
交
通
事
故
に
お
け
る
死

亡
事
故
は
、
全
国
で

9
千

6
百
刊

日
入
、

北
海
道
で
は

6
百
日
人
で
ワ

m
lス
ト
ー
に
な
っ
て
お
り
憂
慮
す

内
ノ
』数

べ
き
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

日

平
成

9
年
で
は
、
交
通
事
故
死

、口

亡
者
数
の

3
割
が
日
歳
以
上
の
高

舟

齢
者
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
歩

故

行
中
の
死
亡
事
故
で
す
が
、
最
近

事

は
自
動
車
運
転
中
の
死
亡
者
が
増

通六V
〈町金ム

「，

今金町交通事故発生状況

平成6年 平成 7年 平成 8年 平成 9年

発生件数 18 13 13 15 

死者数 。 i 3 I 

傷者数 19 17 17 15 

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
金
町
に
お
い
て
は
交
通
安
全

協
会
、
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
交
通
安
全
運

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨

年

ω月
に
死
亡
交
通
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

今
金
町
の
交
通
事
故
状
況
は
、

発
生
件
数
日
件
(
北
槍
山
署
管
内

お
件
)
、
傷
者
団
人
(
北
槍
山
署
管

内
特
人
)
死
者
l
人
と
な

っ
て
い

ま
す
。
事
故
発
生
時
間
に
つ
い
て

は
、
凶
時
か
ら
同
日
時
ま
で
が
最
も

多
く
起
き
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
主
な
原
因
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
安
全
不
確

今金町交通事故発生 l

平成7年

認
、
前
方
不
注
意
、
交
差
点
で
の

一
時
不
停
止
な
ど
、
マ
ナ
!
の
悪

さ
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
本
町
の
車

同
士
の
事
故
(
物
損
事
故
)
の
内

容
は
、
百
乃
件
(
北
槍
山
署
管
内

4
百
お
件
)
と
多
く
、

一
歩
間
違

え
る
と
悲
惨
な
事
故
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
年

4
月
末
日
現
在
で
は
、
発

生
件
数
5
件
(
昨
年
l
件
)
傷
者

7
人
(
昨
年
1
人
)
昨
年
同
期
と

比
べ
る
と
交
通
事
故
が
大
変
増
加

し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

|月別物損事故|

l月2月3月4月5月6月7月8月9月10月II月12月

平成9年平成8年

5 

0 
平成6年

田
川
山
内

ω
日

刊

m
m
m
o

d 

• 

• 

5
月
2
日
未
明
か
ら
降
り
続
い

た
雨
は
、
ア
メ
ダ
ス
観
測
(
昭
和

円
以
年

ω月
設
置
)
史
上
最
高
の
降

雨
量
に
達
し
、
ま
た
、
山
間
部
の

融
雪
を
巻
き
込
み
大
き
な
被
害
を

各
地
に
与
え
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
河
川
の
氾
濫
、
道

路
の

一
部
決
壊
、
耕
地

・
農
作
物

の
冠
水
、
床
下
浸
水
な
ど
多
く
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
河
川
の
増
水
、
氾
濫
の

20 

15 

!o 

恐
れ
か
ら

6
世
帯
に
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
に
遇
わ
れ
た
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
所
管
の
被
害
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

O
建
設
課

O
道
路
被
害

O
河
川
被
害

O
そ
の
他
被
害

。
耕
地
開
発
課

1 
2 

7 12 4 
件件件

.ー
O
水
路
、
農
道
被
害
な
ど

O
農
林
課

O
田
被
害

O
畑
被
害

82 
件

10 
件

(幻

・
5
M
)

2
1
2
件

(
1
0
8
・
4
M
)

O
治
山
施
設
被
害

2
件

。
そ
の
他

O
施
設
被
害
な
ど

7
件

な
お
、
大
雨
で
町
道
の
路
肩
な

ど
が
弱
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

SPE印 DD剛 SEATBELT 

北海道でお運動推進中
スピ ドダウンとン トベル ト2つのsで安全遺伝a

〕内ノh〔

シ
ー
ト
べ
凡
ト
着
用
を
!

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
が
発
生

し
た
際
、
身
体
の
保
護
に
大
き
な

効
果
を
発
揮
す
る
シ

l
ト
ベ
ル
ト

は
昭
和
引

年
に
義
務
付
け
ら
れ

1
0
0
%
近
い
着
用
率
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
年
々
低
下
し
、
最
近

の
調
査
で
は
初
%
台
の
着
用
率
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
四
輪
車
乗
車

中
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人

(
例
年

3
百
刊
人
前
後
)
に
限
っ

て
見
る
と
、

6
割
を
越
え
る

2
百

初
人
前
後
の
人
が
シ
!
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
う
ち

3
割
(
白
人
前
後
)
の
人
は
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た
ら

命
を
落
と
さ
ず
に
済
ん
だ
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

通
行
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
町
で
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
、
現
場
の
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
危
険
な
箇
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
と
協

力
願
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
復
旧
工
事
が
着
手

さ
れ
、
作
業
車
の
往
来
で
通
行
な

ど
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

企八束樋門増水耕地冠水企神丘

h
F
豊
田
樋
門
排
出
状
況

3 

(3) 



、

日
章
受
賞

元
槍
山
広
域
行
政
組
合

今
金
町
消
防
団

副
団
長
安
達
芳
雄
さ
ん

日
歳

平
成
ゆ
年
春
の
叙
勲
で
種
川
在

住
の
安
達
さ
ん
が
、
永
年
の
消
防

活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
勲
六
等

単
光
旭
日
読
の
受
賞
の
栄
誉
に
師

き
ま
し
た
。

元
今
金
町
消
防
団
副
団
長
の
安

達
さ
ん
は
、
農
業
を
営
む
か
た
わ

ら
、
昭
和
幻
年
当
時
の
利
別
村
笹

防
団
に
入
団
、
平
成
元
年
に
は
副

分
団
長
、
平
成
2
年
か
ら
平
成
7

年
3
月
ま
で
は
今
金
町
消
防
団
副

団
長
と
な
り

ω年
間
の
長
き
に
わ

た
り
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し
、

火
災
、
台
風
、
大
雨
な
ど
の
非
常

時
や
人
命
救
助
等
、
第

一
線
の
陣

第22回全隠山少年剣道六会

一日ごろの練習戚黒を発揮-

四つ葉学鮫聞き

巽制5W.花石・豊田山学阪

頭
に
た

っ
て
醤

闘
し
、
災
害
の

防
止
、
被
害
の

軽
減
や
地
域
住

民
の
安
全
の
確

保
に
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら

れ

た

も

の

で

す
。

安
達
さ
ん
は
、
「
今
金
町
内
の
火

災
に
腕
用
ポ
ン
プ
を
馬
そ
り
で
運

び
消
火
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
昭

和
幻
年
、
日
進
地
区
の
大
火
に
触

れ
、
迎
え
火
を
起
こ
し
て
延
焼
を

防
ぐ
た
め
、
草
刈
り
が
ま
を
も
っ

て
出
か
け
た
」
と
当
時
の
苦
労
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

税金は納期内に納めましょう

t 

-・• 

今
金
町
総
合
体
育
館
で
第
幻
回

全
桧
山
少
年
剣
道
大
会
が
5
月
げ

目
、
小
学
生
、
中
学
生
の
団
体
戦
、

個
人
戦
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
今
金
町
の
み
紹
介
)

φ
団
体
戦
(
中
学
生
)

2
位
今
金
剣
道
連
組
A

3
位
今
金
剣
道
連
照
B

.
個
人
戦

・
小
学
生
男
子
4
年
の
部

2
位

稲

垣

大

紀

・
小
学
生
男
子
5
年
の
部

2
位

小

嶋

光

2 中 2 小
位学位学
生生

長男石女
谷子塚 子
川 の 4 

部知年
拓世以

上
の
部

4月23日、小規模校だけでは取り組みにくい学校

行事などを合同で実施する四つ築学校聞きが花石小

学校で行われました。

今年は中里小学校が休校になり、 3校17人の児童

が集ま り、自己紹介などをし集合学習がスター卜し

ました。

ご存知ですか

「防犯ステーション」町納税表彰式及び
納税貯蓄組合長会議農地を農地以タトに転用する場合

許可が必要です 最近、11汀内に「防犯ステーション」ができました。

黄色地に「あなたを守る110番の底、防犯ステーシ

ョンj の看板を掛け、困った人に協力してくれるコ

ンビニエンスストアのことです。

女性が男性にしっとくつきまとわれたり、子ども

さんが不審者に声を掛けられ不安を感じたときなど

に、避難場所として利用してください。f防犯ステー

ション」に駆け込むと、!苫員さんが、助けを求めて

来た方のケガなどの被害、不審者の人中目や逃走方向

などを聞いて110番してくれます。

本町での防犯ステーションは Iセイコーマー卜今

金賠」です。

平成10年度今金町納税表彰式及び納税Ir.'蓄組合長

会議が4月27日、今金消防署会議室で行われました。

優良納税組合の表彰式が行われ、上稲穂 ・八東南

原・神兵共和の納税組合が受賞されました。

平成9年度の納付状況は76組合中52組合が100%完

納し、全体で98.1%という成績を残しています。

「
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
看
板

[4) 

あなだを守る刊O番の后

八束南原・上稲穂 ・神丘共和各納税組合

• . ' 

田
植
は
じ
ま
る

% 
.A .， 
金
町
の

鈴ト
岡ツ

目立 Tプ
¥可 ロ空

τと、ー
、 Eヨ 戸ー、

本 J

て
富
夫
さ
ん

. 
4 

ー

τ -

L 

農地を住宅やj苫舗、工場その他の敷地等に転用し

ようとする場合は、農地法により知事又は農林水産

大臣のu4可が必要です。また、この転用のために農

地の売買や賃貸借等を行う場合も同線です。

許可を受けずに無断で農地の転用や売買等を行っ

た場合には、農地法違反となり 、工事の中止や現状

回復の命令等がなされる場合があります。

農地転用許可制度についてお知りになりたい場合

は、今金問]農業委員会へお問い合わせください。 (~

2-0111) 

「町脱は貴重な

自主則j屈です。」

納期内l之納めましょう。

左から
申
曹
主
道
線
工
事
品
開

唱
の
蘭
い

水
田
に
土
を
運
び
込
む
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
運
鍛
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

。
工
事
場
所

・
地
図
、
鈴
金
、
田
代
地
区

。
土
取
り
場

・

神

丘

。
運
倣
期
間

6
月
上
旬
か
ら
H
月
ま
で

《
桧
山
支
庁
耕
地
課
》

[5) 



カ
ニ
カ
ン
岳
山
聞
き
の

お
切
ら

今
年
度
カ
ニ
カ
ン
岳
山
開
き
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

〈
〉
日
時

7
月
5
日
(
日
)

午
前
9
時
(
登
山
開
始
)

〈
〉
場
所
美
利
河

(
カ
ニ
カ
ン
岳
登
山
入
口
)

。
参
加
料

5
0
0円
担
保
険
料
♂
)

八
〉
パ
ス
運
行

・
町
民
セ
ン
タ
ー
午
前
7
時

・
美
利
河
小
学
校
午
前
8
時

。
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ

・
今

金

山

岳

会

青

木

隆

頂
上
か
ら
見
お
ろ
す

8
0
1
3
7
8
2
0
2
6
7
 

総
合
体
育
館

8
0
1
3
7
8
1
2
1
2
0
2
6
 

.
頂
上
ま
で
の
所
要
時
間
3
時
間

程
度

-
グ
レ
ー
ド
初
心
者
、
家
族
で

も
楽
し
め
ま
す
。

女
7
合
自
に
は
、
江
戸
時
代
初
期

の
究
永
年
間
頃
の
砂
金
採
掘
跡
が

見
ら
れ
、
山
頂
で
は
、

日
本
海
、
太

平
洋
、
狩
場
山
、
遊
楽
部
岳
、
羊

蹄
山
な
ど

3
6
0
度
の
パ
ノ
ラ
マ

が
望
ま
れ
ま
す
。

4
9盆
町
史
L

「今
金
町
史
」
上
巻
号
(
古
代
先

史
1
唱
和
幻
年
)
と
下
巻
号
(
昭

和
お
年
i
昭
和
臼
年
)
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

町
ゆ
か
り
の
人
物
を
詳
し
く
紹

介
し
、
細
か
い
年
表
に
相
当
の
紙

数
を
割
く
な
ど
ペ
ー
ジ
数
、
内
容

と
も
に
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
金
町
の
歴
史
を
知
る
う
え
で

， 

• • 

光
の
里
『
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
』

ア
ル
ミ
缶
、
新
聞
紙
な
ど

待
っ
て
い
ま
す

光
の
塁
学
園
で
は
、
ア
ル
ミ
缶

回
収
事
業
を
行
い
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
園
生
の
就
労
自

立
へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

「リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
」
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

。
回
収
方
法

「リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
」
、
光
の

里
学
園
に
直
接
持
ち
込
む
か
、
月

場所はここです、
••• 

• 
人
間
ド
ッ
ク
を

積
極
的
に
活
用
し
よ
う

人
間
ド

ッ
ク
を
大
い
に
活
用

年
金
の
支
払
(
振
込
)
通
知
書

一

は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
年
金
受
給

一

者
に
対
し
、
支
払
(
振
込
)
額
を

一

年
6
回
の
支
払
い
の
つ
ど
通
知
し

一

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
行
政

『

改
革
の

一
環
と
し
て
年
6
回
通
知

一

か
ら
l
回
に
簡
素
化
す
る
こ
と
に

一

な
り
ま
し
た
。

一

な
お
、
年
金
額
の
改
定
が
あ
っ
一

た
場
合
は
、
そ
の
つ
ど
別
途
通
知
一

さ
れ
ま
す
。

年
金
の
支
払
通
知
書
が

年
一
回
に
変
わ
り
ま
す
。

塁手

発
売
中

の
貴
重
な
資
料
と
し
て
ご
講
談
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

記

1
、
頒
布
価
格

今
金
町
住
民
の
方

1
冊

6
千
円

そ
れ
以
外
の
方

1
冊
1
万
円

2
、
問
い
合
わ
せ
及
び
取
り
扱
い

は
、
企
画
調
整
課
町
史
編
さ
ん
係

ま
で

(8
2

o

l
-
-
)

2
回
の
市
街
地
の
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
場
所

(
2
・
4
週
の
木
曜
日
9

時
ま
で
)
に
置
い
て
い
た
だ
く
方

法
が
あ
り
ま
す
。

女
受
入
品
目

・
新
聞
紙
雑
誌

・
ビ
l
ル
ビ
ン

・

ア
ル
ミ
缶
・

ス
チ
ー
ル
缶
な
ど

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

北桧山→

回
代
橋

111 
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し
て
成
人
病
予
防
チ
ェ

ッ
ク
を

し
ま
し
ょ
う
。

ム
H

対
象
者
満
初
歳
以
上
の
今
金

川
国
民
健
康
保
険
加
入
者

台
受
診
料

1
1
、

4
0
0
円

(
個
人
負
担
分
)

食
受
診
病
院

今
金
町
国
保
病
院

合
申
込
先
保
健
福
祉
縦

(8
2
1
2
7
8
0
)
 

(6) 

け
ん
銃
の
密
輸
防
止
に
こ
協
力
を
!

け
ん
銃
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
が
多

発
し
、
国
民
の
平
穏
な
日
常
生
活

に
対
し
て
重
大
な
街
威
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

函
館
税
関
で
は
、
他
の
取
締
り

機
関
や
世
界
の
税
関
な
ど
と
協
力

し
て
、
日
夜
水
際
で
取
締
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

け
ん
銃
な
ど
銃
器
に
関
し
て
、

目
に
し
た
り
耳
に
さ
れ
た
こ
と
を

最
寄
り
の
税
関
へ
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

ど
ん
な
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
連
絡
先

函
館
税
関

密
輸

1
1
0
番

0
1
2
0
11
4
n
u
l
-
-
9
6
1
4
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函
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》
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現
国

A
の事

法
滞
肯値

・
不
忠
誠
¥
@

慨
世
の
お
厭
hu

こ
こ
数
年
、
我
が
国
と
周
辺
諸

国
と
の
経
済
格
差
な
ど
が
要
因
と

な
り
、
就
労
等
を
目
的
と
し
た
外

国
人
が
数
多
く
入
国
し
、
そ
の
多

く
が
不
法
残
留
者
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。警

察
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

.
不
法
滞
在
外
国
人
に
よ
る
、
殺

人
や
強
盗
等
凶
悪
事
件
の
防
止

-
来
日
外
国
人
が
、
事
件
事
故
の

被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

防
犯
保
殻
活
動• • 

-
外
国
人
の
適
正
雇
用
に
向
け

た
、
雇
用
主
へ
の
働
き
か
け

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

-
不
審
な
外
国
人
の
居
住
や
稼
働

・
沿
岸
や
港
付
近
で
不
審
な
船
や

車
両

な
ど
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
時

は
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

。
北
他
山
瞥
祭
器

8
0
1
3
7
8
1
4
1
6
1
1
0
 

編
脱
出
子
較
卒
業
者
の
求
人

月

日

平
成
U
年
3
月
新
規
学
校
卒
業
若
年
労
働
力
の
確
保
の
た
め
、
採

者
の
(
中
学
・
高
校
)
求
人
申
し
用
予
定
の
あ
り
ま
す
企
業
は
早
期

込
み
は
、

6
月
初
日
か
ら
受
理
し
に
係
用
計
画
を
た
て
て
、
早
め
に

ま
す
。

求
人
申
込
み
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

新
卒
者
の
多
く
は
地
元
で
の
就

い
い
た
し
ま
す
。

織
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
企
業
※
お
問
い
合
わ
せ

か
ら
の
求
人
の
遅
れ
か
ら
、
せ
っ

函
館
公
共
職
業
安
定
所

か

く

の

若

い

人

材

が

地

元

を

離

れ

職

業

相

談

第

2
部
門

て
就
職
し
て
い
ま
す
。

8
0
1
3
B
i
m
-
0
7
3
5

企
業
や
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

放
送
大
学
(
教
養
学
部
)

平
成

ω年
度
第
2
学
則
市
川
入
学
)

学

生

募

集

自
宅
で
大
学
の
授
業
が
見
れ
ま

す
。C

S
デ
ジ
タ
ル
放
送
(
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
T
V
f

テ
レ
ビ

2
0
5
c
h
、
ラ
ジ
オ

5
0
0
c

h
)
で
全
国
放
送
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
で
授
業
を

行
い
、
自
宅
で
学
習
で
き
ま
す
。

O
募
集
学
生

・
全
科
履
修
生
(
卒
業
を
目
備
す

学
生
・
今
学
期
か
ら
全
国
で
募
集

開
始
)

-
専
科
履
修
生

(
1
年
間
在
学
す

る
学
生
)

・科
目
履
修
生

(
l
学
期
間

「6
か

月
」
在
学
す
る
学
生
)

O
願
書
受
付

6
月
日
日
1
8
月
日
日

O
資
料
配
布

6
月
日
日

1

※
資
料
請
求

・
お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

〒

0
6
0
0
8
0
9

札
幌
市
北
区
北
9
条
西

8
丁
目

(
北
海
道
大
学
内
)

8
0
1
1
7
3
6
1
6
3
1
8
 

放
送
大
学
ホ
ム
ぺ
1
ジ

h
t
t
p

/
/
w
w
w
u
 

a
c
J
P/
h
p
 

a 
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み

ん

な

広

場

の

私
の
学
校

金
原
小

6
年

部
屋
の
そ
う
じ
を
し
た
り
、
水
を

と
り
か
え
た
り
、
散
歩
を
し
た
り

し
ま
す
。
イ
ン
コ
は
ヱ
サ
と
水
を

と
り
か
え
た
り
、
フ
ン
の
そ
う
じ

を
し
た
り
し
ま
す
。
金
魚
は
エ
サ

を
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
世
話
は
、
学
級
ご
と
で
、
交

代
し
て
や
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

私
の
学
校
に
は
、
野
鳥
ク
ラ
ブ
と

い
う
の
も
あ
っ
て
、
バ

ド

テ

ー

ブ
ル
を
作
っ
た
り
、
野
鳥
の
観
察

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

野
鳥
の
木
彫
り
を
作
っ
た
り
し
ま

し
た
。
私
も
そ
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
い
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。

本
多
香
織
さ
ん

私
の
通
っ
て
い
る
学
校
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
動
物
が
い
ま
す
。

ヤ
ギ
の

「
メ
メ
」
が

一
頭
、
イ

ン
コ
が
ニ
羽
、
金
魚
が
二
匹
い
ま

す
。
ヤ
ギ
の
メ
メ
は
、
私
が
入
学

す
る
前
か
ら
い
ま
す
。
だ
い
ぶ
年

老
い
て
い
ま
す
が
、
今
も
元
気
で

す
。
イ
ン
コ
は
、
私
が
二
年
生
の

時
に
来
ま
し
た
。
前
は
、
オ
ス
と

メ
ス
が

一
羽
ず
つ
い
ま
し
た
が
、

メ
ス
が
子
供
を
産
ん
だ
あ
と
に
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
、
オ

ス
が
二
羽
い
ま
す
。
金
魚
は
、
私

が
入
学
す
る
前
か
ら
い
た
の
が

一

匹
、
昨
年
来
た
の
が

一
匹
い
ま

す
。
そ
の

一
匹
は
、
時
々
、
ひ

っ

く
り
返
っ
て
泳
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
次
の
日
に
な
る
と
ま
た
元
気

に
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

世
話
の
し
か
た
は
、

ま
た
、
私
の
学
校
に
は
、
た
く

さ
ん
楽
し
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
パ

l
ク

ゴ
ル
フ
を
し
て
、
み
ん
な
で
た
た

か
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。

私
も
時
々
や
り
ま
す
。
と
て
も
楽

し
い
で
す
。

ス
キ
1
場
は
、
冬
に
雪
が
つ
も

っ
た
ら
、
体
育
の
勉
強
で
ス
キ
ー

を
す
べ
り
ま
す
。
毎
年
、
ス
キ
ー

記
録
会
も
あ
っ
て
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

メ
メ
は

観光課 (

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
“歩行器"“シルバーカー..I~ 

歩く手助Iオをじてくれます!

3311瀬棚町役場総務課塚田)(87 ます。訪れて

あ
ち
ゃ
ん
が
見
て
い
る
前
で
私
た

ち
は
、
は
り
き

っ
て
す
べ
り
ま

す
。
ま
た
、
ス
キ
ー
場
を
登
っ
て

行
く
と
、

「歩
く
ス
キ

l
」
の
コ
ー

ス
も
あ
り
、
そ
こ
で
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
公
園
に
は
、
ブ
ラ
ン
コ

や
、
す
べ
り
台
、
そ
れ
に
シ
ー
ソ

ー
な
ど
な
ど
、
い
ろ
ん
な
遊
具
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
公
園
で
は
、

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
み
ん

な
が
放
課
後
に
集
ま
っ
て
、
お
に
ご

っ
こ
な
ど
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

私
の
学
校
は
、
い
ろ
ん
な
動
物

や
場
所
が
あ
り
、

一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
、
み
ん
な
仲
が
よ
く
て

楽
し
い
学
校
で
す
。

回D
.電話の」相談もお受けし ます

8011.709・1881I直通)

交通事故
相殴日 月曜力、ら金曜午前9珂半-12時

午後1時-，崎'0分{視察日を除<1

ご相談
。専門の相践員が現身に怠ってご栂騒に応じます

。脊慢士網夜目 {予凪'l'J相麟無料}
毎月第 2.第4木曜日午後 I時-，時

仕団法人日本恨筈保険協 会 http://www.sonpo.orjp 

札幌自動車保険請求相談センター
札鶴市北区北七条西日・3札閥f-ftUJピル5階 札幌調査事街所{酎 11-70仰・lおり内

夏
も
近
づ
き
暖
か
い
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
天
気
の

良
い
日
な
ど
は
外
で
散
歩
し
た
い

も
の
で
す
。

今
回
は
家
の
中
、
外
で
も
使
用

で
き
、
歩
く
手
助
け
を
す
る

H

歩

行
器
u
n
シ
ル
バ
ー
カ
l

u

を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

足
腰
が
弱
く
な
り
、
家
に
閉
じ

こ
も
り
に
な
り
が
ち
な
方
、
家
の

中
で
壁
や
家
具
に
っ
た
い
な
が
ら

歩
い
て
い
る
方
な
ど
に
お
す
す
め

で
す
。

歩
行
器

歩
行
認
は
体
を
支
え
る
支
持
面

が
広
く
安
定
し
て
い
る
の
で
、
ベ

ッ
ト
か
ら
の
立
ち
上
が
り
ゃ
屋
内

で
の
短
い
距
離
の
移
動
に
適
し
て

い
ま
す
。
車
輪
が
付
い
て
い
な
い

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
型
・
四
輪
型
・車
輪
付

き

・
ブ
レ
ー
キ
付
き
な
ど
の
タ
イ

プ
が
あ
り
、
ま
た
折
り
た
た
め
る

も
の
や
、
高
齢
者
向
き
の
軽
量
型

も
あ
り
ま
す
。
使
用
す
る
時
は
家

族
が
側
で
見
守
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
特
に
ベ

ッ
ト
や
椅
子

に
座
る
と
き
は
転
倒
す
る
危
険
性

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

シ
ル
バ
ー

力

|

シ
ル
バ
ー
ヵ
ー
を
使
用
す
る
と

• • のアイドjし
は づき

砂外崎 葉月ちゃん

(平成7年8月30日生まれ)

八幡町外崎智さん、和江さんの2宜

【親から】

我が家のアイドルは 自分でかみの毛

を切ったり、ころんで前歯を折ったりと

ハラハラさせるやんちゃ娘です.

家では大好きなお姉ちゃんと大さわぎ

元気がとりえのはづきです。よろしく

ね。

は

ほ

こ

ひ

と

き

母
の
齢
越
え
て
独
り
や
つ
つ
じ
咲
く

句
朝j学雪
食} 校5
の に
時主馴a
まれ

ちて
ま来e
ちし
ゃ 子ζ

木ニ や
の隣z
芽め 燭正
和史 咲き

く

γ~日目~.

2 
本
来

z 
i 
で
す
が

つ

〈

ば

い

お

と

ひ

蹄
の
か
す
か
な
音
や
緋
の
つ
つ
じ

L
v
r

凶

H
u
r
3
-
2
F
a》
ヨ

=

F
-
E

。

積
水
の
整
制
や
男
立
ち
つ
く
し

歩
行
時
の
安
定
性
が
憎
し
、
転
倒

な
ど
の
危
険
を
防
止
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
車
輪
が
つ
い
て
い
る
の

で
、
よ
り
少
な
い
力
で
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
近
所
を
散
歩
し
た

り
、
買
い
物
に
出
掛
け
た
り
す
る

に
は
、
格
好
の
歩
行
補
助
器
と
い

え
ま
す
。
た
だ
し
、
混
雑
し
た
道

や
坂
の
多
い
道
、
悪
路
な
ど
で
の

使
用
は
危
険
で
す
。

・
お
お
む
ね
防
歳
以
上
の
要
介
護

老
人
で
あ
っ
て
下
肢
が
不
自
由
な

方
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方
で
下
肢
又
は
体
幹
機
能
に

障
害
を
有
し
、
家
庭
内
の
移
動
等

に
お
い
て
介
助
が
必
要
な
方
に
つ

い
て
は

「老
人

・
身
体
障
害
者
の

日
常
生
活
用
具
の
給
付
」
と
し

て
、
歩
行
器

・
シ
ル
バ
ー
ヵ
ー
な

ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

・
総
合
福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」
で

は
歩
行
器

・
シ
ル
バ
ー
カ

l
の
他

に
も
い
ろ
い
ろ
な
稿
制

・
介
護
用

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
制
度
に
つ
い

て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

*
総
合
稿
祉
施
設
と
し
べ

つ
内

.
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(8) 

T
E
L
・
2

2

7
8
0

りきや

‘佐々木 力也ちゃん

(平成9年6月13日生まれ)

商工団地 位々木真ーさん 睦重さんの長男

【親から】

よいよいよい-)でリズムをと り

じよーずじよーずで拍手をする芸遺骨

体はでかいが気が小さいのが玉にキズ

こんなポクももうすぐ l歳

みなさんこれからも、かわいがってネ 1

由 f
井 j
子 }

利~IJ俳句会 ω-)

メ。、
づ

村

杉

本

あ

しミ

芳

賀

あ
き
え

一

佐

子

藤

朝

(9) 

阪

み

え

井

さ

ほ

う

た

い

だ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
き
呆
け
た
る
怠
惰
か
な

-
健
も
が
鶴
み
や
す
〈
・
と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
犯
し
て
い
ま
す
.

;
 

斉

藤

み

ち



刑
判

同

]

田

園

山町
困

心

同
国

い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第259号

異
な
る
地
域
の
人
々
と
の
交
流

は
、
有
形

・
無
形
の
財
産
と
な
り

ま
さ
に
人
材
育
成
の

一
端
を
担
う

も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ム
-

こ
れ
ま
で
に
団
体
等
が

寸

f
基
礎
を
築
い
た
交
流
の
更

h
M
M

な
る
深
ま
り
を
期
待
し
、

参

町
・町
教
委
が
主
催
し
て
国

平』

際
・
園
内
交
流
事
業
を
実
施

汁
刊

す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

刊
一

様
々
な
価
値
観
や
文
化
・

誌
よ

言
語
に
触
れ
、
交
流
を
通

式
川

じ
て
日
本
や
ふ
る
さ
と
今

、γ
1

ム
迫

金
を
見
つ
め
直
し
、
幅
広

I
E
い
視
野
を
身
に

つ
け
る
こ

い

と
を
願
う
も
の
で
す
。

日
目

《
派
遣
事
業
》

・

〈〉
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
中

隊回中

学
生
派
遣
事
業

(
8
月
i

"
H
日
i
U
日
・ク
ラ
イ
ス
ト
チ

医
世

ヤ
|
チ
市

・
中
学
生

ω名
・

引
率
2
名
)

。
日
中
青
少
年
交
流
協
会
中
国
派

造
事
業

(
7
月
剖
日
1
8
月
日

日
・
上
海
市
外

・
小
学
4
年
1

中
学
生
5
名

・
引
率
l
名
)

各
種
委
員
を
選
出

任
期
満
了
に
伴
い
、

4
月
1
日

付
で
別
表
の
と
お
り
社
会
教
育
関

係
の
各
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は

2
年
間
で
す
。

新
し
い
委
員
の
方
々
に
は
、
生

涯
学
習
社
会
に
対
応
し
て
町
民
が

『
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
が
』
参
加
で
き
、
学
習
で
き
る

事
業
の
推
進
の
た
め
に
、
豊
か
な

創
造
性
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

〈〉
国
内
交
流
派
遣
事
業

(
8
月
日

日
1
凶
臼
・熊
本
県
山
鹿
市
外
・

小
中
学
生
ぬ
名

・
引
車
4
名
)

会
受
入
事
業
》

。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
高
校
生
受

入
事
業

(
6
月
お
日
1

7
月
7

日
・
パ

l
ン
サ
イ
ド
高
校
日
本

語
専
攻
学
生
時
名
・引
率
2
名
)

〈
〉
第
初
回
国
際
交
流
の
つ
ど
い

(
8
月
げ
日
1
初
日
・日
本
在
住

の
留
学
生
3
1
5
名
)

※
詳
細
な
内
容
と
募
集
案
内
は
、

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

， 

• • 
下
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

三

四

八

八

る運3魯~号J麗rw

E層め

E猷

誌
で
、
矢
印
の
方
向
に
並

ん
だ
非
常
に
細
い
針
状
の

鉱
物
が
、
さ
ら
に
整
列
し

て
縦
方
向
に
帯
状
の
梢
造

を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

こ
の
鉱
物
は
水
品
と
同

じ
成
分
で
で
き
て
い
て、

地
下
の
マ
グ
マ
か
ら
結
晶

化
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

縦
方
向
の
帯
が
肉
眼
で
は
縞
模
様

に
見
え
ま
す
。
こ
の
帯
状
構
造

は
、
地
屈
の
聞
の
空
洞
で
結
晶
化

が
起
き
る
と
き
、
始
め
は
空
洞
の

壁
に
結
晶
が
付
き
、
次
に
は
そ
の

〈文化財探訪24)

時
陥
は
美
し
い
紡

模
様
の
あ
る
石
で
、

内
部
は
こ
の
よ
う
な

構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。
写
真
は
鴫
脳
を

簿
く
切
っ
て
直
径
約

1

・
6
叩
の
範
囲
を

拡
大
し
た
顕
微
鏡
写

2
5
2
1
日

祝

日

r
z
t
M

ィ
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
全
国
的
に
急

速
に
普
及
さ
れ
て
お
り
、
本
町
で

も
昭
和
位
年
に
高
美
公
園
内
に
コ

， 
z 

t 
r 
r 
l ~ ... : 

私
た
ち
の
生
涯
学
習

今
金
稲
を
車
で
通
る
と
、
大
貫

道
夫
さ
ん
(
東
町
)
ら
が
芝
刈
機

に
乗
っ
て
走
り
回
っ
て
い
る
姿
が

%
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。

見

こ
の
オ
ア
シ
ス
パ

l
ク
ゴ
ル
フ

場
は
、
平
成
7
年
7
月
に
完
成
し

た
も
の
で
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ぉ
ブ
会
員
の
努
力
に
よ
り
、
平
成
8

年
U
月
に
は
国
際
公
認
コ
ー
ス
に

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
男
女
を
問
わ
ず
幅

広
い
層
で
楽
し
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

• • 

職名 氏 名 住所

委員長 水野信義 大和 111"1

副委員長 水里子 勲 金 原

" 中 康夫 商工団地

委 国 阪 井 敏子 末広町

" 安勝義光 御 影

" 斎勝 忠 本 IsJ 

" 鈴木勢津子 東 111] 

" 山田恵美子 昭和町

" 広 田 順 一 美利 i可

" ニ 上 輝彦 金 原

" 金 木 義則 南栄 IIIJ

" 佐渡 一 宏 南栄 IIIJ

" 今野英樹 光 台

" 佐々木弘美 南 IIIJ 

" 下本 正 道 f卸 影

" 山本知也 f告 岡

" 佐々木百合子 金 原

" 白岩文宏 神 丘

" 楠 原 利 奈 大和田]

" 内田 義 文 寒 昇

" 西 村 信弥 寒 界

" 軽部 孝 寒 昇

" 六鎗 俊 郎 東 IIIJ 

" 山田千明 昭和町

" 内城ひろみ 大和 問]

" 植 村 智 哲 寒 昇

" 雄勝 フe 1"τ 八 東

" 伊 勝 智 子 金 原

" 尾形洋幸 寒 昇

" 田中真奈美 本 川]

今金町スポーツ指導員

一一 一一 圃 可.一司

職名 氏 名 住所

委員長 田中 稔 回 イt
剖!委員長 橘 宣雄 八幡町

委 員 黒田敏明 日の出町

" 福原賢規 寒 昇

" 板 f百総彦 寒 昇

" 小)11 宏 1也 11汀

" 川上絹子 』AlakL 回

" 船木 恵 東 11可

" 近藤弘毅 寒 昇

" 成田正春 神 丘

" 水野明美 車令 金

" 山北 幸 好 出革 111] 

図

替

の

寄

贈

別
海
町
、
飯
沼
長

一
郎
さ
ん
か

ら
歴
史
小
説
な
ど
1

2

0
冊
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年

5
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
の
飯
沼

民
佐
夫
さ
ん
(
種
川
)
が
所
蔵
し

て
い
た
も
の
で

「生
前
今
金
町
に

お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
」

う
こ
と
で
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
で
大
切

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 と

い

図
書
室
は、

午
後
1
時
か
ら
5

時
ま
で
(
第
2
・
第
4
土
晦
日
は

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
)
開
館

し
、
月
曜
日
が
休
館
日
で
す
。

〕nυ 1
 

〔

結
晶
に
新
し
い
結
晶
が
つ
く
と
い

う
順
で
空
洞
を
埋
め
て
で
き
ま

す
。
つ
ま
り
務
瑞
は
外
側
か
ら
内

側
に
向
か
っ
て
で
き
る
岩
石
な
の

で
す
。

8
2
2
2
2
2
2
2
8
2
2
2
2
2
2
2
2
N
 

1
ス
が
開
設
さ
れ
た
の
を
き
っ
か

…

け
に
普
及
し
始
め
、
愛
好
会
が
発

…

足
し
ま
し
た
。
以
来
、
芝
の
手
入

…

れ
や
大
会
の
運
営
な
ど
を
会
員
が

…

カ
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

…

会
長
の
栗
減
敏
雄
さ
ん
(
旭

同

町
)
は

「パ
l
ク
ゴ
ル
フ
を
通
し

即

て
、
ふ
れ
あ
い
の
場
や
仲
間
づ
く

一

り
の
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
一

と
話
し
て
い
ま
す
。

一

こ
の
よ
う
に
、
利
用
し
や
す
い

一

環
段
づ
く
り
を
自
主
的
に
行
う
姿

一

は
、
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
の
回

一

指
す
べ
き
方
向
の
ひ
と
つ
で
は
な

一

い
で
し
ょ
う
か
。

N

Z
2
1
1
8
1
1
2
2
2
2
2
1
 

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

《
晶
同
》

r~，晶 V

全
道
よ
さ
と
い
ソ
!

ラ
ン
祭
り

札
幌
市

8
日
間
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

講

習

会

問

∞

総

合

体
育
館

J

9
1
ω
日
桧
山
管
内
社
会
教
育

委

員

研

修

会

総

会

奥

r

尻
町

や

凶
日
間
豊
田
小
運
動
会
参
加
事

伊

業

9
・
∞

豊
田
小
グ

m

M
日
伯
第
何
回
桧
山
女
性
大
会

大
成
町

(

四
日
出
国
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

す

9
-
∞

高
美
公
園
グ

庁

お

日

刷

ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

-
h

バ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
生
受

5

入
事
業

(
7
月
7
日
ま
で
)

“

お
日
間

地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

『縄
文
遺
跡
見
学
会
』
8
・

一

初
教
委
発
南
茅
部
町

孟

お
日
間
連
盟
杯
兼
夏
季
野
球
大

講

会

8
・
∞

健

民

グ

《

q
R
V

F
O〈
》
勺

t
口
u

閤

4
1
5
日
今
金
小
フ
ァ
ミ
リ
ー

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

『友
・
遊
・

俊
イ
ン
グ
』
森
町

5
白
川
カ
ニ
カ
ン
岳
山
開
き

7
・
∞

町

民

セ
発

.)i 

(l1J 



J~~ø訪日告国語

公
平
委
員
会
委
員
に

坪
田
有
隆
さ
ん
選
任

坪
回
有
隆
さ
ん
(
末
広
町
・
川
町

歳
)
が
新
た
に
公
平
委
員
会
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

坪
田
さ
ん
は
、
久
保
田
常
次
さ

ん
の
退
任
に
伴
う
も
の
で
、
任
期

は
平
成
凶
年
5
月
お
日
か
ら
平
成

凶
年
5
月
幻
日
ま
で
の

4
年
間
で

す。
「
特
設
人
権
困
り
ご
と

心
配
ご
と
相
談
所
」
の
開
設

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
法

務
局
職
員
で
あ
た
り
、
児
童
・
生

徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
の

い
ざ
こ
ざ
、
借
地
借
家
、
不
動
産
、

登
記
、
相
隣
関
係
、
身
近
な
法
律

問
題
や
人
権
問
題
等
の
心
配
ご
と

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。

日

時

6
月
同
日
(
木
)

ハU

n

U

R

U

A

U

t
i
n
u
d
-
-
i

ハU

健診を受けて明るい健康づくり

月みんなの6 

O
会

場

町

民

セ

ン

タ

ー

※

相

談

内
容
に
つ
い
て
は
、

切
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

《
函
館
法
務
局
》

定
期
巡
回
経
営
相
談
に
つ
い
て

北
海
道
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー
で

は
、
厳
し
い
経
営
環
境
へ
の
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
経
営

者
の
苦
悩
を
少
し
で
も
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
定
期
巡
回
経

蛍
相
談
(
事
業
名
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

の
点
灯
)
を
実
施
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
中
小
企
業
診
断
士

が
、
定
期
的
に
地
域
を
巡
回
し
、

企
業
を
訪
問
し
て
経
営
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
予
め
下

記
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
相
談
に
か
か
る
費
用
は
無
料
で

す。

寸
alu

ニ一日

。
巡
回
月
及
び
巡
回
週

・巡
回
月
7
月、

ω月、
1
月

月
の
第
3
週
(
第
3
月
曜
日
の

週
)
に
巡
回
し
ま
す
。

。
相
談
申
込
先

制
北
海
道
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー

地
域
振
興
部

8
0
1
1

2
5
1
1
4
9
9
1
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F
A
X
 

O
I
l
--
2
7
1
11
1
9
2
7
 

税
務
職
員
の
募
集

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

人
事
院
が
実
施
す
る
国
家
公
務

員
採
用
E
種
試
験
(
税
務
)
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

寸
H

い
一ゴ=ロ

。
受
験
資
格

昭
和
臼
年
4
月

2
日
1
昭
和
田

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

。
受
験
受
付
期
間

6
月
判
的
日
1

7
月
1
日
ま
で

。
受
験
申
込
先

人
事
院
北
海
道
事
務
局

各

〒

0
6
0
0
0
4
2

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
ロ
丁
目

札
幌
第
三
合
同
庁
舎

。
第
l
次
試
験

Q
d
R
円

PO
口
μ

(
教
養
、
適
性
、
作
文
試
験
)

。
第
l
次
試
験
合
格
者
発
表

ω月
ロ
日

。
第
2
次
試
験

凶
月
日
日

i
m
月間
μ
日
ま
で

の
指
定
す
る
一
日

※
お
問
い
合
わ
せ

札
幌
国
税
局
人
事
第
2
課
人
事

項 目 女f 象 者 実施日 日寺 1m 対盈地区 実施会均 附 考

一般住民関係

般相談 全住民 6月8日(月) 10: 00-11: 45 全地区 保健センター 他m相談(血圧測定尿検査)

一般相骸 全住民 15日(月) 10: 00-11: 45 N H N 

般相殺 全住民 22日(月) 10:00-11 :45 H " " 

般相談 全住民 29日(月) 10: 00-11: 45 " 
H " 

担医地区巡回診療(耳鼻科: 全住民 23日(火) 1141f2時0-間11450 " H 八霊能台術品耳鼻科医師診察(有料)

乳幼児関係

乳児相絞 生後3、6、9カ月児 12日(企) λ9l』0門0-川 9 : 15 全地区 保健センタ 身体計制健康相誤・栄韮相詰

離乳食講習会 生後4-11力月児 12日(金) 10: 00-12: 00 n " 栄韮士による講話調理実習

乳児健診 生後4，7，10，12力月児 18日(木) X121』4r0u~va1300 n H 

Yト「i科1体ふ計栄計・栄測華四韮|相尿・医融1世貴師H査診E曜相・察読版医師相ー歯フ診談科ッ察相素
3歳児健診 生後 3歳 1、2力月児 4日(木) 114V 1 2}1~町13: 00 

股関節脱臼検診 生後4力月児 9日(火) l J。d}問-14: 00 " 
議支所 股関節X線描影

すくすく子育てダイヤル 就広学田前端攻ま )しミ
10日(ノ'1<) 9 :00-12 :00 " 2 -2780 尼話による心配事相談

妊産婦関係

I無(U産医婦地!S:人区科巡m )回診マ療マ教室
妊蹄婦人科畳詰希望の方 9日(火) |受13付3時0間-14: 00 全地区 保健セ ノタ 産捕人科医師諒察(有料)

妊婦と配偶者 17日(水) 19 : 00-20 : 30 n N | 妊る娠為・l:I産(ビをデ夫オ婦ー協体力操し等迎)え

mマA渉マゑ民ス、クール 妊婦 26日(金) 13: 30-15: 30 H " 妊賑中の最長歯の手入れ等

お知らせ
-ツ反 ーBCG予防接種については個別通知。
-両親学級・母親学級については個別に通知。
-歯科検診(フッ素塗布)は6/15'16日実胞。回覧でご案内します。

(保健福祉税健康づくり 国保係)

10・5.10 

社会福祉協議会だより
※光の里学問、豊寿図、社会福祉協議会への多額のご寄付、

ご厚意ありがとうございました。

(敬称略)

《札幌市》 《今金町》

佐 藤 多仁吉 真 鍋 克 義

《函館市》 今金町赤十字奉仕団

浜 西 信 義 大 倉 lT ま世

佐 藤 勇 治 ) 11 チ日 市

《知内町》 Eド 中十 恭 子

五十嵐 史 郎 種)11小学校児童会

《長万部町》 関 ロ E長 弘

~ロ生h 橋 /、 lレ 渡 辺 自R
《瀬棚町》 主告 木 ，申L、

斉 ))華 ゆき子 I度 辺 修

東洋薬研桧山営業所 富 田 廃

《北槍山町》 光の里募金箱

長 縄 恵 美 匿 名

槍山北高家庭クラブ

専
門
官
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八
雲
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北
桧
山
職
業
相
談
室
へ
の

職
員
派
遣
日
に
つ
い
て

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

7
月
の
派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

。7
月
1
日

3
寺
1

7
寺

l

H

l

H

 

9
時

i
ロ
時

鈎

日

目

時

1
げ
時

初
日

9
時

i
u時

な
お
、
北
袷
山
職
業
相
談
室
で

2 
日• • 

〕2
 

1
 

〔

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が

取
り
扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣

日
以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す。。
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

8
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3
8
2
6
1
0
7
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i
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北
恰
山
職
業
相
談
室

8
4
5
7
2
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住
民
検
診
で
実
施
す
る

検
査
巴
つ
い
て

H

検
診
M

は
、
自
覚
症
状
の
な

い
病
気
を
早
期
に
発
見
し
た
り
、

生
活
の
好
ま
し
く
な
い
習
慣
を
改

善
す
る
た
め
の
よ
い
機
会
で
す
。

7
月
幻
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
住
民

検
診
で
は
、
高
血
圧
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
等
の
循
環
器
の
病
気
や
肝
臓

病
、
糖
尿
病
な
ど
が
な
い
か
調
べ

ま
す
。ど

の
検
査
で
、
ど
ん
な
病
気
が

分
か
る
か
大
ま
か
に
分
類
し
て
み

ま
す
。

《
高
血
圧
、
心
臓
病
、
動
脈
硬
化
を

調
べ
る
検
査
》

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
の
中
の

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

H
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
心

電
図

《
肝
臓
の
機
能
が
分
か
る
検
査
》

血
液
検
査
の

G
O
T
、

G
P

T
、
7ー

G
P
T
、
L
D
H
 

尿
検
査
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ

l
ゲ
ン

《
腎
臓
の
機
能
を
調
べ
る
検
査
》

尿
検
査
の
タ
ン
パ
ク
、
潜
血
、

ク
レ
ア
チ
ニ
ン

《
糖
尿
病
を
調
べ
る
検
査
》

尿
検
査
の
尿
糖
、
血
液
検
査
の

血
糖
値
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
l
c

フ
ル
ク
ト
サ
ミ
ン
(
ぬ
歳
ま
で
)

《
貧
血
を
調
べ
る
検
査
》

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
、
へ
マ
ト
ク

リ
ッ
卜
、
赤
血
球
数

《
通
風
を
調
べ
る
検
査
》

血
液
検
査
の
尿
酸

《
動
脈
硬
化
や
目
そ
の
も
の
を
調

べ
る
検
査
》

限
底
検
査
(
片
目
)

《
そ
の
他
》

身
長

・
体
重
か
ら
肥
満
度
を
算

出
し
、
標
準
体
重
よ
り
却
%
以
上

の
方
は
肥
満
と
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
で
結
核
・
肺
カ
ン
の
検
査

血
液
検
査
で
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検

査
を
同
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
結
果
が
異
常
な
け
れ
ば
ひ
と

安
心
で
す
が
、
毎
年
検
診
を
受
け

て
い
る
方
は
過
去
3
年
分
の
結
果

が
の
っ
て
い
ま
す
の
で
、
検
査
結

果
が
変
わ
り
な
い
も
の
か
見
比
べ

て
生
活
の
様
子
を
振
り
返
る
機
会

と
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

(
健
康
つ
く
り
係
)

〕3
 

1
 

〔



( 14) 

明)神丘高台

5月20日受付分まで

美和さん(商工団地)

里織さん(函館市)

幸恵さん(北槍山町)

知子さん(追分町)

種川m学較100年在記怠し、
歴史資料室を開設

神丘西部

鈴

進

商工 団地

田I

川I

)I[ 

。80+や

種

申書

4月末現在

前月対比

7，229，、( 7 ) 

3，489人( 21) 
3， 740人(ム14)

2， 663世帯( 34) 

平日

八

八

1岨

上

日

)1 lP，lI11a{an正

4月25日(保護者

孝之さん(トマンケシ)=安井

IUJ)=田中

彰さん(八束更生)=泉田

墨司さん(商工回地)=鈴木

92歳

75歳

67歳

92歳

76歳

79歳

86歳

t::;Jおたんじようおめでとう
わ か む

大谷和香菜ちゃん

闘いつまでもおしあわせに

% 

% 

予4

% 

~おくやみもうしあげます

4月15日

4月19日

5月 l日

5月 3日

5月4日

ら月 9日

5月12日

民

誠さん(旭

口

数男
女

帯

人

世

/wwwhc {o( a 

。80+令

橋本シン子さん

五十嵐スエさん

員助さん

ミサさん

美代さん

松井

千葉マサオさん

ハマさん

永井

日野

佐藤

水口

慢井

久保

j翠

4月28日、今金町危険物安全協会と今金消防署が

合同で街頭パレード。タンク口ーリ -6台などが参

加し「火の用心」を訴えました。

休日当番医
岩間医院(今金)82-0057 

道南ロイヤル病院(北槍山)84-5011

北恰山町立国保病院(北槍山)84-5321

今金町立国保病院(今金)82-0221 

火の取り扱いには十分注意を f

今月より休日当番の診療時間が変更になります。

4
月
お
日
に
開
校

1
0
0
年
を

迎
え
た
種
川
小
学
校
(
渡
辺
勝
博

校
長
)
で
は
、

1
0
0
年
記
念
事

業
と
し
て
空
き
教
室
を
利
用
し
た

歴
史
資
料
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
資
料
室
は
、
子
供
た
ち
に

1
0
0
年
を
機
に
種
川
小
学
校
の

歴
史
を
と
お
し
当
時
の
生
活
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
開
校

1
0
0
年

記
念
協
賛
会
事
業
部
(
黒
須
隆
之

部
長
)
が
、
地
域
の
方
々
に
協
力

を
呼
び
掛
け
収
集
さ
れ
た
も
の
で

す。
集
ま
っ
た
も
の
に
は
、
明
治
時

代
の
国
語
習
字
手
本
や
戦
後
の
教

科
書
、
生
活
品
で
は
こ
た
つ
、
わ

ら
じ
、
み
の
等
、
約

3
0
0
点
ほ

ど
の
昔
の
生
活
用
具
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
見
学
希
望
の
方
は
、
職
員
室
で

見
学
の
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

O
見
学
の
時
間

月
曜
日

1
金
曜
日

9
時

1
4時
ま
で

午前10時より 12時まで

午後 l時より 3時まで

』
えi
 

•• 
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※お知らせ

14日

21日

28日

6月7日

日間
②
0
1
1
1
番

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
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